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抄　　録
災害イマジネーション力の向上を目指して採血部門職員31名を対象に，

危機管理マニュアルに基づいて，大地震を想定した災害時初動対応訓練を実
施した。

取り組みとして，職員の防災意識や現状課題を把握するためアンケートを
実施し，その回答をもとに防災基礎知識の伝達，目黒メソッドを用いて減災
について話し合いを行い，災害時初動対応訓練を実施した。その結果，職員
の災害イメージが具体化し減災行動意図を再考するきっかけとなった。また，
危機管理マニュアルに記載されていない想定外の事象の対応には災害イマジ
ネーション力が有効であると理解が得られた。今後は，危機管理マニュアル
の改善整備，各課との協力体制を構築した防災訓練を継続し更なる災害イマ
ジネーション力の醸成に取り組んでいきたい。
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【はじめに】
近年，地震，異常気象による集中豪雨など自然

災害の想定リスクが多様化し，災害の被害を最小
化する減災は重要な課題となっている。

2018年７月岐阜県内でも記録的な豪雨によっ
て県内各地で浸水害，土砂災害，停電など甚大な
被害が生じた。移動採血車での業務中に豪雨被害
に遭遇した採血部門職員（以下，職員）は防災対策
の必要性を強く感じた。これを契機に採血部門の
危機管理マニュアル（以下，マニュアル）が実際に
機能するのか，災害時初動対応訓練（以下，防災
訓練）を計画し，災害イマジネーション力の向上

を目指す取り組みを試みた。
目黒1)によれば，効果的な防災対策は災害状況

を的確にイメージする力『災害イマジネーション』
をまずは高めることであるとしている。時刻や場
所，季節，天候などさまざまな条件を踏まえて，
発災からの時間経過の中で，起こりうる被害状況
を具体的にイメージし，対策を講じ，災害イマジ
ネーション力を増やしていくことが必要と述べら
れている。目黒メソッドは，ワークシート（目黒
巻き）を利用して発災後の時間経過の中で災害状
況や行動を具体的にイメージし対策を講じるため
に考案されたトレーニングツールである。
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【対　　象】
岐阜県赤十字血液センター採血部門職員　31

名を対象に2018年12月～2019年４月に実施した。

【取り組み方法】
防災訓練に向けての取り組みを５段階に分けて

実施した。
①	職員の防災意識や現状課題などを把握するた

め，危機管理に関するアンケート調査を実施
した。

②	アンケートの回答をもとに災害を具体的にイ
メージできるように防災基礎知識や防災対策
を伝達し，目黒メソッドを用いて職員間で減
災について話し合いを行った。

　災害イマジネーション力についてはウェブサイ
トのeラーニング教材2)を利用した。

③	情報共有・資料配布はガルーン（回覧板）を利
用し進捗状況もこちらで確認した。

④	アンケートの回答，職員の意見を参考に地震
を想定した防災訓練のシナリオ（図１）とマニ
ュアルに基づいたアクションカード（図２）を
作成し，防災訓練を実施した。

⑤	防災訓練後に効果確認のためアンケート調査
を行い，危機管理に関する教育訓練を実施し
た。

【結　　果】
防災訓練前のアンケート（図３）は，災害に不安

を感じる30名（96％）に対し，マニュアルの内容
把握が不十分29名（93％），と相反した回答であ
った。自助については，３日分の食料備蓄が不十
分21名（68％），徒歩帰宅経路を確認している14
名（45％）であった。

職員間の話し合いでは，発災から経時的に減災
行動をイメージしてもらうことで具体的な対策案
や改善点が述べられ，以下のような減災行動とし
て反映された。防災訓練の職員参加は28名（87％）
であった。防災訓練の際，針刺し事故防止のため
に廃材を利用した簡易針受けを設置し，ヘルメッ
トの代用として資材用のプラスチックかごを被っ
て頭部を保護するなど職員の災害イマジネーショ
ン力（図４）が数多く見られた。

防災訓練後のアンケートでは，参加した28名
全員が，役に立った，今後も続けた方がいいと回
答した。自由記述（図５）では災害イマジネーショ
ンが大事・防災イメージがつかめた12件，マニ
ュアル通りに実際に動けるか不安７件などの回答
が述べられた。

訓練後に危機管理に関する教育訓練（筆記）を実
施し，職員の理解度は適切と評価した。

図１　平成31年度採血部門災害対応訓練の実施概要 図２　採血部門アクションカード

＊訓練の目標
・危機管理意識の向上
・災害イマジネーション力の向上
・マニュアルの内容把握・再検討

〈実施日〉
＊平成31年3月4日
　移動採血車内
　参加者：21名
＊平成31年4月10日
　新岐阜ルーム採血室
　参加者：7名

岐阜県HP:
「平成30年度岐阜県地震等被害想定調査」
より抜粋

＊被害想定
・地震：岐阜市震度７
・原発被害なし
・採血業務中に発災
・携帯電話使用可能
・帰社可能
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防災訓練の準備：アクションカード作成

《移動採血車》採血責任者 状況確認・指示

□　献血課現場責任者・検診医・献血管理責任者へ
　　連絡報告
□　採血中止または続行指示
□　献血者の避難誘導の指示

□　移動採血車の携帯を持ち出す
□　避難時の採血室内の最終確認
□　避難時の採血施設の窓・ドア施錠確認
□　「避難時確認チェックリスト」の最終確認
□　頭部をバスタオルや雑誌，青かごなどで保護して避難
　※リストバンドはつけたまま

□　今後の指示を採血課長に確認する。

初動対応

避難誘導

避難後残務
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【考　　察】
日本赤十字社地域血液センターは，災害時でも

事業継続計画を作成し，血液事業を円滑に行うこ
とが求められている。

しかしながら，訓練前のアンケート結果より，
職員は災害に不安は感じているが，マニュアルの
内容把握，防災対策は不十分な状況がうかがえた。
それらの解決策としてアクションカードを作成
し，目黒メソッドを取り入れた防災訓練が有効で
あると考えた。

防災訓練の参加率は87％と高率であり，防災
訓練後のアンケートでは今後も続けた方がいい，
災害イマジネーション力が大事・防災イメージが

つかめたという回答より，職員の防災に対する関
心は高まったと推測される。

また，実際にマニュアルに基づいて防災訓練を
実施したことで，マニュアルに記載されていない
想定外の事象の対応には災害イマジネーション力
が有効であると理解が得られた。

目黒3)は，「人はイメージできない災害状況に
対して適切な心構えや準備はできない。」と述べて
いる。職員の災害イマジネーション力の向上には，
今回のような防災訓練を職員同士が共通認識のも
と繰り返し実施することが重要であると考える。

今回は採血部門で防災訓練を試みたが，献血者
の対応，原料血液の保管等，採血部門の作業に追

図３　危機管理（訓練前）アンケート結果

図４　災害イマジネーション力の一例（防災訓練時）
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われて，周囲の状況把握や他部門との連絡・調整
は容易ではなかった。この点からも他部門との連
携は不可欠であり，減災行動を体系化していく取
り組みが必要であると考える。

【まとめ】
日本では，阪神淡路大震災，東日本大震災，熊

本地震などの自然災害が多発し，ここ数年では，
北海道の大停電，千葉県の大停電などの想定外の
二次災害も生じており，さまざまな災害対策が行
われている4)。

今回，災害イマジネーション力の向上を見据え
てアクションカードを用いた防災訓練を実施し，
災害イメージの具体化や減災行動意図を再考する
きっかけとなった。

今後もあらゆる災害に対応できるよう，マニュ
アルの改善整備を行い，他部門との協力体制を構
築した防災訓練を継続実施し更なる災害イマジネ
ーション力の醸成に取り組んでいきたい。

本論文の要旨は第43回日本血液事業学会総会
（2019年仙台）で報告した。
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・災害イマジネーション力が大事であることを実感し
た。

・実際に訓練してみて，さまざまな状況に応じた対応を
考えるきっかけになった。

・実際に訓練することで地震が発生したときに何が起こ
りうるか想像ができ，危機感を持つことができた。

・いかにシミュレーションや訓練をしておくこと，イメ
ージしておくことが大切かを考えさせられた。

・事前の講義で言われた災害イマジネーションを日常か
ら行うことが大切だと改めて感じた。 など

災害イマジネーションが大事
防災のイメージがつかめた

12件

・実際に行ってみるとうまく動けない。

・訓練の実施をしてみて，知らないことが多く実際に災
害が起こったときに動けるか不安。

・訓練をしたことで，地震なんて…と思っていた感覚が
“怖い”“対応できるかな”と思うようになった。

・自分の身の安全とドナーの安全，血液の安全といった，
重要な役割を担っており，いざとなったときの優先順
位の判断や落ち着いた対応は難しいと思った。

・一度の訓練では実際まったく動くことはできないと思
った。 など

マニュアル通りに実際動けるか不安
7件

・防災訓練の継続・他課と連携した防災訓練・マニュアル改善要望

図５　防災訓練後アンケート結果（自由回答）
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